
今月号の主な内容
■ 広報たかぎ

　・たかぎのこれからシンポジウム  …２面

　・喬木村宅地分譲の募集  ……………３面

　・「北部地区結婚相談所」愛称募集  …４面

　・住民基本台帳カードの無料交付  …５面

　・ねんきん定期便  ……………………６面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………７面

■ 学校だより　中学校  …………８面
■ 椋記念館図書館だより  ………９面

■ 交流センター便り  ……………１０面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１１面

■ くりんネットたかぎ  …………１２面

7
July

伊久間原に色鮮やかなポピーが咲き誇り、大勢の方が伊久間原に色鮮やかなポピーが咲き誇り、大勢の方が

お花見に訪れています。お花見に訪れています。

2009
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喬
木
村
発
足
１
３
５
周
年
記
念
事
業 

た
か
ぎ
の
こ
れ
か
ら

た
か
ぎ
の
こ
れ
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

五
月
二
十
三
日（
土
）に
「
た
か

ぎ
の
こ
れ
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
お
こ
な
わ
れ
、
一
〇
〇
名
以
上

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
二
部
構

成
で
開
催
さ
れ
、
第
一
部
は
大
平

村
長
の
基
調
講
演
、
第
二
部
に
は

団
体
代
表
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
あ
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
喬
木
村
は
明
治

八
年
よ
り
今
日
ま
で
脈
々
と
続
い

て
い
る
。
今
年
一
年
間
一
三
五
周

年
記
念
事
業
を
行
っ
て
い
く
が
、

や
は
り
五
〇
年
、
一
〇
〇
年
先
に

活
力
が
あ
っ
て
発
展
、
持
続
可
能

な
村
に
な
る
に
は
ど
う
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
と
い
う
の
が
一
番
の

命
題
で
は
な
い
か
。
地
域
が
元
気

で
な
く
て
は
村
は
元
気
に
な
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
選
ば
れ
る
村
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
喬
木
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
と
手
を

取
り
合
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

　

今
年
い
ち
ご
を
剪
定
枝
を
原
料
に

し
た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
よ
り
生

産
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
事
業
化
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
喬
木
村
は

い
ち
ご
が
代
名
詞
と
な
っ
て
い
て
、

自
然
で
つ
く
っ
た
い
ち
ご
と
し
て
選

ば
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
協
議
会　

原　

一
樹
さ
ん

　

地
域
で
子
育
て
を
す
る
と
い
う
部

分
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
や
女
性
の
意
見
を
聞

く
場
が
な
い
。
喬
木
村
で
育
っ
て
良

か
っ
た
と
思
わ
れ
れ
ば
大
き
く
な
っ

て
か
ら
帰
っ
て
く
る
の
で
は
。

ふ
る
さ
と
作
り
フ
ォ
ー
ラ
ム　

木
下
洋
子
さ
ん

　

喬
木
村
に
は
地
域
資
源
、
観
光
資

源
が
沢
山
あ
る
。
自
分
た
ち
で
商
品

開
発
を
し
て
み
た
ら
ど
う
か
。
い
ち

ご
や
く
り
ん
草
な
ど
を
つ
か
っ
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
の
は
ど
う
か
。

商
工
会
青
年
部　

森
山
康
晴
さ
ん

　

耕
作
放
棄
地
の
調
査
を
昨
年
九
月

に
行
っ
た
。
林
地
化
し
た
も
の
が
一

〇
七　

あ
っ
た
。
中
学
二
年
生
が
六

ha

年
前
か
ら
農
業
体
験
を
し
、
農
業
に

感
動
し
て
く
れ
る
。
三
十
五　

あ
る

ha

耕
作
放
棄
地
に
作
物
を
植
え
、
ブ
ラ

ン
ド
品
が
作
れ
な
い
か
考
え
て
い
き

た
い
。

農
業
委
員
会　

束
原
靖
雄
さ
ん

　

昨
年
一
般
住
宅
を
改
修
し
て
宅
老

所
が
十
月
に
開
所
し
ま
し
た
。
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
生
活
で
き
て
と

て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
根

ざ
し
た
宅
老
所
に
し
て
い
き
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会　

宮
島
高
枝
さ
ん

　

氏
乗
区
で
は
里
山
整
備
組
合
を
立

ち
上
げ
昨
年
の
六
月
か
ら
里
山
整
備

を
は
じ
め
た
。地
元
の
雇
用
、有
害
鳥

獣
対
策
の
面
で
良
く
な
っ
た
。

区
長
会　

束
原
靖
雄
さ
ん

　

村
へ
の
要
望
と
し
て
と
り
ま
と
め

た
と
こ
ろ「
村
長
さ
ん
と
語
る
会
」が

多
か
っ
た
。
女
団
連
の
皆
さ
ん
に
は

環
境
問
題
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
の

先
輩
と
し
て
幅
広
い
分
野
で
子
供
や

親
と
接
点
を
持
つ
家
庭
教
育
の
一
端

を
担
え
た
ら
良
い
と
思
う
。

女
団
連　

木
下
光
子
さ
ん

　

そ
の
後
参
加
者
に
よ
る
フ
リ
ー

ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

①
自
立
を
し
て
変
わ
っ
た
か

�
氏
乗
地
区
は
三
年
間
県
の
補
助

金
を
も
ら
い
活
動
で
き
た
。
氏
乗

に
来
て
良
か
っ
た
と
い
わ
れ
た
い
。

�
実
感
は
わ
か
な
い
。
飯
田
下
伊

那
で
一
緒
に
な
り
物
事
を
進
め
て

行
く
と
い
う
よ
う
な
観
点
か
ら
み

る
と
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

�
悪
い
方
に
変
わ
っ
た
。
自
立
を

選
ん
だ
と
き
は
危
機
感
が
あ
っ
た
。

今
は
一
仕
事
済
ん
だ
か
の
よ
う
で
、

改
め
て
事
業
な
ど
の
検
証
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

②
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て

�
介
護
報
酬
は
上
げ
て
も
ら
い
た

い
が
、
利
用
者
に
負
担
が
行
く
の

は
良
く
な
い
。
国
が
負
担
し
て
欲

し
い
。

�
自
分
た
ち
も
じ
き
に
お
世
話
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
仕

方
が
な
い
。

�
２
人
の
親
を
見
送
っ
た
。
子
供

は
親
を
み
る
の
が
当
た
り
前
と
教

え
て
い
る
。
自
分
の
時
に
は
介
護

保
険
制
度
は
な
か
っ
た
。
こ
の
制

度
が
甘
え
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　

等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
他
に

も
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
に
つ
い
て
、

村
の
人
口
増
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
定
住
自
立
圏
構
想
に

つ
い
て
等
に
意
見
が
で
ま
し
た
。

　

村
づ
く
り
塾
を
中
心
に
行
わ
れ

た
初
め
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ

た
た
め
、
時
間
配
分
な
ど
検
討
す

る
余
地
が
あ
っ
た
。
今
後
も
村
づ

く
り
に
対
し
て
多
く
の
人
が
関
心

を
持
ち
、
行
政
、
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

村
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。
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平成２１年度区長及び地区長
今年度の区長会の役員が選出されました。

会　長　　原　　直通さん　（小川区長）
副会長　　前沢　昌弘さん　（富田区長）

区長さん地区長（自治会長）さんの新体制は

次のとおりです。

地　区氏　名役　職区

中町１原　 　 　 光 一 郎区 長

阿　島

宮沢２昼　 神　 二 三 男副 区 長

溝口３松 島 芳 久副 区 長

宮沢２仲 田 芳 幸北

寺の前１上松 澤 正 進寺 の 前

帰牛原２羽 生 明 弘帰 牛 原

藤の木尾 畑 正 人郭

中町２橋 爪　 稔町

里原６原　 　 宏南

馬場３原　 直 通区 長

小　川

両平下１原　 嘉 博副 区 長

田本平１湯 沢 豊 春副 区 長

馬場９市 瀬 英 明馬 場

両平下１原　 嘉 博両 平

田本平１湯 沢 豊 春田 上 川

那木耕地松 島 茂 樹上 平

伊久間１６増 田　 隆区 長

伊久間 伊久間１０大 原 裕 夫副 区 長

伊久間１８吉 澤 克 久会 計

富田11－2前 沢 昌 弘区 長

富　田 富田8－2福 澤 芳 秀代 理 者

富田5－2福 澤 正 博会 計

南部木 下 征 義区 長

大和知 大和知１上土 屋 正 英代 理 者

大和知１上横 前 義 人会 計

本谷２萩 原 順 治区 長

氏　乗 貸又２萩 原　 勲副 区 長

平栗伊 藤 勝 司会 計

大島中平１山 上 賢 亮区 長

大　島
牧畑上内 山 光 明代 理 者

大島中平１内 山 正 信会 計

大島上平２筒 井 正 司会 計

桃添上２牧 内 盛 夫区 長

加々須
豊詰小 澤　 博副 区 長

桃添上２村 山　 進一般会計

桃添下２河 合 一 夫特別会計

喬
木
村
宅
地
分
譲
の
募
集
に
つ
い
て

　

村
で
は
宅
地
分
譲
を
下
記
の
と

お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。
応
募
を

希
望
さ
れ
る
方
は
募
集
期
間
中
に

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申

し
込
み
下
さ
い
。

�
募
集
す
る
宅
地

※
分
譲
価
格
一
三
、〇
〇
〇
円
／

�（
四
二
、九
七
五
円
／
坪
）

※
価
格
は
水
道
加
入
金
一
五
〇
、〇

〇
〇
円
、下
水
道
加
入
金
四
五

〇
、〇
〇
〇
円
を
含
ん
で
い
ま
す
。

�
申
込
資
格

　

申
込
者
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅

を
建
て
る
方
で
二
十
歳
以
上
の
日

本
国
籍
を
有
す
る
方
、
暴
力
団
関

係
者
で
な
い
こ
と
。

�
募
集
期
間

　

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日（
月
）

か
ら
七
月
三
十
一
日（
金
）

�
受
付
場
所

〒
三
九
五－

一
一
〇
七

長
野
県
下
伊
那
郡
喬
木
村
六
六
六
四

喬木村中原所 在 地

1955－2番 地

438.78
面 積
（�）

6,304,140
分 譲 価 格
（円）

喬
木
村
役
場
建
設
課
住
宅
林
務
環
境

担
当　

�　

－

５
１
２
６

３３

�
受
付
時
間

　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

�
申
込
方
法

　

宅
地
分
譲
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、住
民
票
の
写
し（
入

居
予
定
者
全
員
を
記
載
し
た
も
の
）

及
び
収
入
状
況
を
証
明
す
る
書
類

（
所
得
・
課
税
・
扶
養
証
明
書
、給
与

証
明
書
）を
添
付
の
上
提
出
。

�
分
譲
条
件

　

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六

日
ま
で
に
分
譲
代
金
を
一
括
納
入

で
き
る
方
で
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
住
宅
建
築
完
了

し
当
地
に
住
民
登
録
し
て
居
住
で

き
る
方
。

喬木村議会議員一般選挙は
８年ぶり無投票

　6月24日任期満了に伴う村会議員選挙は、6

月9日告示され、定数12名のところ立候補者

12名で、立候補者が定数を超えないため、公

職選挙法第100条第4項の規程により無投票と

なりました。
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●●●「北部地区結婚相談所」愛称募集について●●●
　下伊那北部５町村（松川町、高森町、喬木村、豊丘村、大鹿村）では、出会いや結婚を真剣に考える

独身男女をサポートしていくことが大切であることから、新たに「北部地区結婚相談所」を共同設置い

たします。つきましては、平成２１年６月の開所に合わせて愛称を募集します。

【応募資格】

　北部地区５町村にお住まいの方 

【応募方法】

　�応募用紙の利用

　北部５町村の福祉担当係に備付けの応募用紙に

必要事項を記入のうえ窓口に提出してください。

　�Ｅメール

　必要事項を記載したメールを専用アドレス

（ichikumi@vill-toyooka.jp）にお送りください。

　�ＦＡＸ

　必要事項を記載の上、FAXで応募してください。

（FAX番号 0265－３５－9065）

　�郵　送

　官製はがき、または封書に必要事項をご記入の

うえ、〒399－3295　下伊那郡豊丘村大字神稲

3120　下伊那北部総合事務組合「結婚相談所愛称

募集」係へお送りください。

【必要事項】

　「愛称名」とその簡単な説明、郵便番号、住所、氏

名（ふりがな）、年齢、電話番号（携帯可）をご記入くだ

さい。

【募集期間】

　平成21年６月１日（月）～７月10日（金）

　※郵送の場合は締め切り日の消印まで有効

【選定方法】

　選定委員会において採用作品を選定します。採

用作品の応募者には粗品を進呈し表彰します。

【発　　表】

　平成21年７月中旬（予定）

【問い合わせ先】

　喬木村役場　住民課　福祉担当

　　TEL 0265－33－5123（直通）　FAX 0265－33－3679

　　〒399－3295 下伊那郡豊丘村大字神稲3120

　下伊那北部総合事務組合「結婚相談所愛称募集」係

　　TEL 0265－35－1644（直通）　FAX 0265－35－9065

記載例項　　　　　目

ほくぶ　たろうふりがな（※必須）

北部　太郎名　　前（※必須）

○○歳年　　齢

〒住　　所（※必須）

会社員職　　業

　　電話番号（※必須）

○○○○○愛　　称（※必須）

愛称の説明（愛称に対するコメント）（※必須）

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
に
ご
協
力
を

　

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年
達
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　

運
動
の
重
点
目
標
は
、「
犯
罪
・

非
行
の
防
止
と
更
生
の
援
助
の
た

め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加
を

求
め
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
犯
罪
や
非
行
に
対
す
る
不
安

感
が
社
会
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、

安
全
・
安
心
な
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
、
国
や
村
の
取
り
組
み
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
何
よ
り
も
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
方
々
ご
自
身
の
、
地
域
に
対
す

る
思
い
と
積
極
的
な
参
加
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
、
地
域
を
明
る

く
す
る
た
め
に
出
来
る
こ
と
か
ら

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

し
ま
す
。

主
な
活
動

�
ク
リ
ン
ネ
ッ
ト
放
送
に
よ
る
呼

び
か
け

�
愛
の
声
か
け
運
動

（
子
供
達
へ
の
あ
い
さ
つ
、
ほ

め
る
、
叱
る
、
認
め
る
、
注
意

す
る
等
誰
も
が
自
然
と
声
か
け

で
き
る
環
境
の
実
現
）

�
登
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル

�
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル　
　

等
々

農
薬
散
布
に
伴
う
飛
散（
ド
リ
フ
ト
）防
止
に
つ
い
て

　

農
薬
散
布
の
機
会
が
増
え
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
が
、
適
正
な
防

除
に
よ
る
薬
害
の
未
然
防
止
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

食
品
中
に
残
留
す
る
農
薬
等
に

関
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

に
よ
り
、
一
定
量
以
上
の
農
薬
等

が
残
留
す
る
食
品
の
販
売
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
リ
フ

ト
問
題
は
食
品
に
限
ら
ず
、
住
宅

地
近
隣
に
よ
る
健
康
被
害
や
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
な
ど
施
設
の
劣
化
に
も

影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
下
記
の
こ
と
に
ご
注
意
い

た
だ
き
適
正
な
使
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

�
風
が
無
風
ま
た
は
弱
い
と
き

（
風
向
き
に
注
意
）に
実
施
す
る
。

�
動
力
噴
霧
器
の
圧
力
を
あ
げ
す

ぎ
な
い
。

�
ド
リ
フ
ト
を
抑
制
す
る
ノ
ズ
ル

を
使
用
す
る
。

�
手
散
布
で
実
施
す
る
。

�
防
薬
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
。

�
住
宅
地
近
隣
に
お
い
て
は
事
前

に
周
知
す
る
。
な
ど

　

ま
た
、農
薬
に
つ
い
て
は
使
用
方

法
や
ラ
ベ
ル
の
注
意
事
項
を
守
り
、

河
川
へ
の
流
出
が
な
い
よ
う
薬
害

の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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●７ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持　
自分の身体は自分で守ろう！

次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加いただけますので、是非お越し下さい。

午後１時半～午前10時～日　　時

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター７月１日（水）

大和知公民館南農事集会所７月６日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館７月８日（水）

上平集落センター寺の前集落センター７月１３日（月）

伊久間農産物加工センター阿島傘伝承館７月１５日（水）

富田陶芸館特養喬木荘
※第一公民館改修のため

７月２２日（水）

加々須区民会館宮本公民館７月２７日（月）

健康体操教室（介護者の方など）
福祉センター午前１０時半～７月２５日（土）

水中体操教室　※水着、キャップ、入場料４００円が必要となります
ほっ湯アップルプール午前１０時～７月１７日（金）

定例介護者の会のおしらせ
福祉センター午前１０時半～７月２５日（土）

 お問い合わせ先 　役場　住民課包括支援担当　�33-1120

住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本台台台台台台台台台台帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳カカカカカカカカカカーーーーーーーーーードドドドドドドドドドをををををををををを無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料でででででででででで交交交交交交交交交交付付付付付付付付付付ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす住民基本台帳カードを無料で交付します
　喬木村では、平成21年4月1日から平成23年3月31日までの間に申請された住民基本台帳カードの交付手数料

を無料にします。
【住民基本台帳カードの使いみち】

○写真付きの住民基本台帳カードは、公的な身分証明書として使用できます。

口座の新規開設に。
銀行で口座を新規に開設する
時などの証明になります。

クレジットカード等の契約に。
クレジットカードの申し込み
など様々な契約をする時の証
明になります。

会員の登録に。
スポーツクラブの入会やレン
タルショップの会員登録をす
る時の証明になります。

住民票の写しなどの交付請求に。
市区町村窓口で住民票の写し
などの交付請求をする時の証
明になります。

○高齢者が運転免許証を自主返納した場合、代わりの身分証明書として使用できます。

写真付き住民基本台帳カードの写真は、縦

4.5�×横3.5�、正面無帽、無背景、6ヶ月

以内に撮影したものをご用意ください。

○インターネットを使った電子申請(e-Taxほか)での電子証明書の格納に使用できます。

　　カードの申請とは別に公的個人認証サービスの申請 (手数料500円) が必要です。

　　　　　　　申請手続きのお問い合わせは・・・

　　　　役場　住民課　戸籍担当　　電話　0265-33-5124 (直通)

平成２１年平成２１年
経済センサス基礎調査経済センサス基礎調査
を実施しますを実施します

　「平成２１年経済センサス基礎

調査」が、７月１日を基準日と

して実施されます。この調査は、

７月１日現在で、全国すべての

事業所・企業の産業、従事者規

模等を調査対象とします。

　６月中旬から調査員がお伺い

する予定です。お忙しい時期と

は思いますが、本調査票の記入

にご協力をお願いします。

役場統計担当　内線２１１
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６月の村税等
口座振替日納期限

6月25日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

6月30日

村 県 民 税
（第１期）
国 保 税
（第３期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

7
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

七
月
十
一
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
担
当

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
お
送
り
し
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
二
十

一
年
四
月
よ
り
、
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
の
現
役
加
入
者
の
皆
さ
ま

に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
毎
年

誕
生
月
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

●「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」で
は

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
と

年
金
加
入
履
歴

・
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込

額
・
こ
れ
ま
で
の
年
金
保
険
料
の
納

付
額

・
月
ご
と
の
年
金
保
険
料
の
納
付

状
況

　

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
よ
り
年

金
記
録
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
年

金
記
録
に「
も
れ
」や「
誤
り
」が
あ
っ

た
場
合
に
は
、同
封
の
回
答
票
に
て
、

ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
年
金
記
録
を

正
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
に
よ
る
年
金
記
録

の
ご
確
認
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
関
す
る

お
問
い
合
せ
先

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

�
０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
九
時
〜
午
後
八
時

　

第
二
土
曜
日

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　

（
祝
日
・
十
二
月
二
十
九
日
〜

　

一
月
三
日
を
除
く
）

６月１日から住宅用火災警報器の
設置が義務化されました

　６月１日から、全ての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が

義務化されました。設置はお済みでしょうか。

　住宅用火災警報器は、住宅火災をいち早く知らせてくれるも

のです。設置がお済みでない方は、早めの設置をお願いします。

　まだ購入されていない方は、早急にご準備をお願いします。

　ご不明な点は、役場総務課または最寄りの消防署までお問い

合わせください。

一　

等 

二
億
円
×
三
十
九
本

前
後
賞
各 

五
、〇
〇
〇
万
円

二　

等 

一
億
円
×
三
十
九
本

○
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

○
販
売
期
間
は
平
成
二
十
一
年

七
月
十
三
日（
月
）か
ら
七
月

三
十
一
日（
金
）ま
で

○
抽
選
日
は
平
成
二
十
一
年
八

月
十
一
日（
火
）

平
成　

年
度

２１

自
衛
官
等
募
集

○
お
問
合
せ

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所　

�　

－

2
6
1
3

２２

募
集
種
目

防衛大学校学生
防

衛

医

科

大
学
校
学
生

航

空

学

生

看

護

学

生

一

般

曹

候

補

生

２等陸・海・空士
（任期制）

自
衛
隊
生
徒

予備自衛官補

推薦一般男子女子一般技能

資　
　

格

高
卒（
見
込
含
）

　

歳
未
満
の
者

21＊
推
薦
に
つ
い
て
は
高

等
学
校
長
の
推
薦
等

が
別
途
必
要
で
す
。

高
卒（
見
込
含
）

　

歳
未
満
の
者（
自
衛

21官
は　

歳
未
満
）

23

高
卒（
見
込
含
）

　

歳
未
満
の
者

21高
卒（
見
込
含
）

　

歳
未
満
の
者

21高
卒（
見
込
含
）

　

歳
未
満
の
者

24
　

歳
以
上

18
　

歳
未
満
の
者

27
　

歳
以
上

18
　

歳
未
満
の
者

27本
制
度
は
名
称
も
含
め
改
正
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
最

寄
り
の
地
方
協
力
本
部
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　

歳
以
上

18
　

歳
未
満
の
者

34
　

歳
以
上
で
国
家
免

18許
資
格
等
を
有
す
る
者

（
資
格
に
よ
り　

歳
未

55

満
又
は　

歳
未
満
の

53

者
）

受
付
期
間

９
月
５
日
〜

９
月
９
日

９
月
７
日
〜

　

月
２
日

１０９
月
７
日
〜

　

月
２
日

１０８
月
１
日
〜

９
月　

日
１１

９
月
７
日
〜

　

月
２
日

１０８
月
１
日
〜

９
月　

日
１１

受
付
中
で
す
。

８
月
１
日
〜

９
月　

日
１１

７
月　

日
〜

21

　

月
９
日

10

試
験
期
日

９
月　

・　

日

２６

２７

１
次　

月
７
・
８
日

11

２
次　

月　

〜　

日

12

１５

１９

１
次　

月　

日
・　

月
１
日

１０

３１

１１

２
次　

月
２
〜
４
日

12

１
次
９
月　

日
23

２
次　

月　

〜　

日

10

１７

２２

３
次　

月　

日
〜

11

１４

　
　
　
　
　
　

月　

日

12

１８

１
次　

月　

日

10

２４

２
次　

月　

・　

日

11

２１

２２

１
次
９
月　

日
１９

２
次　

月　

日

10

10

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

９
月　

日
２７

　

月　

〜　

日

10

１７

１９

サササササササササササササササササササササ
マママママママママママママママママママママ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

ののののののののののののののののののののの
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
ははははははははははははははははははははは
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

の
賞
金
は
一
等
・
前
後
賞

合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
ててててててててててててててててててててて
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億
円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円

合
わ
せ
て
三
億
円
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健康推進室　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679

新型インフルエンザの発生に備えましょう

　■手洗いのポイント

　手洗いで洗い残しが多いところは主に以下の
部分です。こういったところを特に念入りに洗
うように心がけてください。

　■ 指先、爪の間　　■ 指の間
　■ 親指のまわり　　■ 手首
　■ 手のしわ

その3

通常のインフルエンザに対する予防対策が、新型インフルエンザの予防につながります。
　①人混みを避けましょう。
　　　�さらに、外出を控えることが重要です。
　②マスクを着用しましょう。
　　　�人マスクは、咳やくしゃみによる飛沫及びそれらに含まれるウイルス等病原体の飛散を防ぐ効果が高いた

め、混み合った場所、特に屋内や乗り物など換気が不十分な場所にいるときに有効です。
　　　　一方、屋外などでは相当混み合っていない限り、あえてマスクを着用する必要はありません。
　　　　咳やくしゃみ等の症状のある人はマスクをつけましょう。
　③こまめに手洗い・うがいをしましょう。
　　　�手洗いは感染症予防の基本です。

手洗いの方法
　手洗いは、感染防止対策の基本です。

外出後、調理の前などは特に念入りに

手洗いを行ないましょう。

　■手洗いの方法 

�指の間もよくこす
ります。

�手のひらと甲を伸
ばすようにこすり
ます。

※実際は石けんをよ
く泡立てながら
行ってください。

�石けんをよく泡立
てます。

�手首も洗います。
　手袋から出ていた
部分にウイルスが
付いているかもし
れませんので、よ
く洗います。

�指先、爪の間をよ
くこすります。つ
めブラシを用いる
とよりきれいに洗
えます。

�親指の周りをねじ
るようにこすりま
す。

�使い捨てタオルで
手を拭きます。

　布タオルなど、再
度使用したり、他
の方と共用するも
のは避けましょう。

�流水で丁寧に石け
んを流します。

　カランも同様に石
けんを洗い流しま
す。

�一緒にカランも洗
います。カランを
洗わないと、いく
らきれいに手を
洗っても、水を止
めるときにカラン
に付に付いてしま
います。

�カランが洗い流せないような
構造になっている蛇口の場合
は、水を止める前（カランを
触る前）に手を拭き、拭いた
使い捨てタオルで蛇口を閉め、
水を止めましょう。

※石けん自体に病原体（細菌、ウイルス等）を消毒する効果はありませ

んが、手の脂肪等を洗い流すことにより、病原体も一緒に手指から洗

い流されます。

出典：長野県
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２学年　農業体験学習
　２学年の「総合的な学習の時間」は、体験的に学ぶ活動を通して主体

的・創造的に取り組むことができるようにと考えています。活動の柱の一

つである、農業体験学習が始まりました。村の基幹産業でもある農業を体

験することで、働くことの喜びや大変さを体感し、将来の自分のあり方や

自分の適性について考えてほしいと願っています。

いちご狩り(5/15)
　今日の３・４時間目は農業体験学習でした。いちご農家をやってい

る松澤さんの所へ行きました。着いたらまず，いちご狩りをやらせて

いただきました。５個以上食べていいというお許しが出たので，いっ

ぱい食べました。すごーくおいしかったです!!。

　松澤さんのお話を聞きました。『やっぱり苦労することや大変なこ

とはあるけれど，お客さんが「おいしい」と喜んでくれるとがんばれ

る。』と言っていました。

　次の体験学習もがんばりたいです。

第１回農業体験(5/21)
　今日は，１時間目の学活で農業体験のま

とめをしました。最初に感想を一人一人書

きました。その後，みんなで発表しまし

た。みんな農業体験をやって，いろいろな

ことを学んだんだなと思いました。私は，

農業体験をやって農家の方の大変さなどを

知ることができました。農家の方は，いつ

も苦労をして，農作業をしているんだなと

思いました。農業体験で農業のことを知る

のはもちろんだけど，少しでも農家の方の

役に立てるようにがんばって作業したいと

思いました。

　あと２回なので，今回の農業体験での反

省点を改善して，いい農業体験にしたいで

す。今回は，何もしていない時があったの

で，もっと積極的に作業したいです。
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椋
鳩
十
研
究
者
や
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
る
方
な
ど
十
六
名
の

皆
さ
ん
が
、
こ
こ
椋
鳩
十
の
ふ
る
さ
と
な
ど
を
三
日
間
に
わ
た
っ
て

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
館
の
見
学
や
公
園
・
生
誕
地
の
散
策
、
講

演
会
、
交
流
会
な
ど
行
い
ま
し
た
。
特
に
講
演
会
や
交
流
会
で
は
顕

彰
会
と
し
て
も
大
き
な
意
義
の
あ
る
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
交
流
の
様
子
を
、
主
催
者
鹿
児
島
青
年
会
館
の
事
務
局
長

池
水
聖
子
さ
ん
は
、
鹿
児
島
の
「
南
日
本
新
聞
」
に
次
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
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へ
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６
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水
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ヶ
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１
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７
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８（
水
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�
お
楽
し
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会 

７
・　
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土
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１１

�
ふ
る
さ
と
の
会 

６
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）

３０

 

７
・　
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火
）
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�
椋
公
園
美
化
活
動 

７
・
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土
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沈
ま
ぬ
太
陽
以
来
九
年

ぶ
り
の
新
作
は
、
外
務
省

鹿
児
島
か
ら
�
椋
鳩
十
の
ふ
る
さ
と

ツ
ァ
ー
�
迎
え
る
！

　

新
緑
の
中
、
信
州
の
伊
那
谷
、

椋
鳩
十
の
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
た
。
今

回
の
研
修
旅
行
は
、
鹿
児
島
県
青

年
会
館
・
艸
社
が
企
画
、
昨
年
の

読
書
活
動
「
金
色
の
ふ
る
さ
と
」

で
講
演
を
お
願
い
し
た
長
野
県
飯

田
市
の
宮
下
和
男
氏
の
協
力
で
実

現
し
た
。

　

三
日
間
の
日
程
は
、
椋
鳩
十

（
本
名
は
久
保
田
彦
穂
）の
長
男
で

あ
る
久
保
田
喬
彦
氏
を
は
じ
め
、

研
究
者
や
子
ど
も
の
読
書
関
係
者

な
ど
十
六
人
が
参
加
。
飯
田
下
伊

那
地
方
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
、
長

野
県
の
椋
鳩
十
顕
彰
会
の
メ
ン

バ
ー
と
の
交
流
が
目
的
だ
っ
た
。

　

喬
木
村
の
椋
鳩
十
記
念
館
を
視

察
後
、
交
流
会
を
開
催
。
交
流
に

は
、
村
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
椋
鳩

十
顕
彰
会
の
方
々
二
十
数
人
が
参

加
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
作
品
を
研

究
す
る
人
、
宮
下
先
生
を
含
む
、

信
州
の
児
童
文
学
に
携
わ
る
人
、

ま
た
、
里
帰
り
の
度
に
お
か
ず
を

届
け
た
り
…
と
親
し
く
近
所
づ
き

あ
い
を
し
て
い
た
人
、
そ
し
て
、

助
産
婦
だ
っ
た
椋
さ
ん
の
母
親
に
、

取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
年
配
の

女
性
も
お
り
、
ふ
る
さ
と
で
生
き

生
き
と
暮
ら
す
椋
鳩
十
と
そ
の
家

族
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。
…

（
後
略
）

市瀬尚夫元館長のお話市瀬尚夫元館長のお話

長男喬彦さんによる説明長男喬彦さんによる説明

機
密
漏
洩

事
件
を
も

と
に
著
者

が
十
年
か

け
て
取

材
。
取
材

力
が
す
ば

ら
し
く
と

に
か
く
お

も
し
ろ
い

作
品
。

集
め
た
世
界
の
妖
精
物
語
を
定
評

あ
る
名
訳
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

き
い
ろ
、
く
さ
い
ろ
、
ち
ゃ
い

ろ
…
な
ど
、
題
名
に
色
が
つ
い
て

い
ま
す
。

『
運
命
の
人
』

山
崎
豊
子
／
作

　

大
人
も
子
ど
も
も
夢
中
に
な
る

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
読
み
物
。〈
獣
の

奏
者
エ
リ
ン
〉
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
化
さ
れ
た
作
品

の
原
作
。

『
ラ
ン
グ
世
界
童
話

全
集
』
全
十
二
巻

川
端
康
成
・
野
上
彰
／
編
訳

『
獣
の
奏
者
』上

橋
菜
穂
子
／
作

　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ラ
ン
グ
が
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「
い
ち
ご
狩
り
」に

４
万
人
余

　

五
月
三
十
一
日
で
い
ち
ご
狩
り

が
終
了
し
ま
し
た
。
一
三
五
日
間

の
期
間
中
四
〇
、四
六
五
人
（
五
／

三
十
一
現
在
）
の
お
客
様
に
ご
利

用
頂
き
ま
し
た
。
今
後
の
体
験
学

習
も
含
め
ま
す
と
、
最
終
的
に
は

四
万
一
千
人
程
度
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
長
引
く
不
況
に
よ
る

影
響
ま
た
E
T
C
の
休
日
一
、〇
〇

〇
円
の
影
響
に
よ
り
遠
距
離
へ
の

旅
行
が
中
心
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

中
京
圏
の
お
客
様
を
中
心
と
し
た

入
場
者
数
が
伸
び
悩
み
、
昨
年
比

で
は
約
十
％
の
減
、人
数
で
は
四
、

〇
〇
〇
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
に

い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
ん
で
頂
け
る

よ
う
生
産
農
家
一
体
と
な
っ
て
努

力
し
ま
す
。

「
く
り
ん
草
祭
り
」が

行
わ
れ
ま
し
た

＊
第
二
回
目
の
ふ
る
さ
と
宅
配
便

を
募
集
し
ま
す
。

　

（
八
月
上
旬
発
送
予
定
）

　

桃
を
始
め
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
夏
野
菜
を
中
心
に
、

赤
と
ん
ぼ
の
会
の
皆
さ
ん
が
育
て

た
農
産
物
を
お
送
り
し
ま
す
。
田

舎
の
農
産
物
を
お
中
元
に
送
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
申
し

込
み
は
七
月
中
旬
ま
で
に
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
申
込
期
限
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
く

り
ん
ネ
ッ
ト
た
か
ぎ
で
も
放
送
い

た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
）

＊
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
が
始
ま
り

ま
す
。

　

（
六
月
下
旬
か
ら
七
月
下
旬
）

　

大
島
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
及
び

ア
グ
リ
パ
ー
ク
雨
沢
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
入
園
料
は
五
〇
〇
円

（
三
歳
未
満
無
料
）
園
内
食
べ
放

題
。
一
五
〇
円
／
一
〇
〇
ｇ
で
持

「
ポ
ピ
ー
農
園
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

伊
久
間
原
活
性
化
委
員
会
の
皆

さ
ん
が
丹
精
込
め
て
栽
培
さ
れ
た

ポ
ピ
ー
が
見
頃
を
迎
え
五
月
二
十

二
日
〜
六
月
十
四
日
ま
で
、「
ポ

ピ
ー
園
祭
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
咲
き
始
め
が
遅
く
例
年

よ
り
一
週
間
送
ら
せ
て
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
お
祭
り
期
間
中
に

　

く
り
ん
草
愛
好
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
く
り
ん
草
祭
り
」
が
五
月

九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
、

今
年
も
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
お
祭
り
期
間

前
半
は
咲
き
始
め
が
遅
か
っ
た
た

め
中
盤
以
降
に
見
頃
を
迎
え
ま
し

た
。
期
間
中
の
土
日
曜
日
は
天
候

が
悪
く
例
年
よ
り
出
足
が
鈍
り
ま

し
た
が
お
祭
り
終
了
後
も
可
憐
な

花
を
見
よ
う
と
訪
れ
る
方
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

ち
帰
り
が
で
き
ま
す
。
な
お
前
日

ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
問
合

せ
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で 
。

は
真
っ
赤
な
花
が
咲
き
誇
り
ま
し

た
。
新
聞
等
の
報
道
に
よ
り
多
く

の
お
客
様
が
訪
れ
ま
し
た
。

田
中
節
山
氏
（
伊
久
間
出
身
）

揮
毫
掛
軸
『
松
風
』
を

お
売
り
い
た
し
ま
す
。

○
販
売
金
額

　

十
五
万
円
（
特
別
価
格
）

○
販
売
方
法

�
交
流
セ
ン
タ
ー
の
申
込
用
紙

に
ご
記
入
い
た
だ
く
か
、
お

電
話
に
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

�
申
込
期
限

　

七
月
三
十
一
日（
金
）

�
申
込
多
数
の
場
合
は
厳
正
な

抽
選
の
後
、
結
果
を
申
込
者

に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

�
お
問
合
せ

　

縦
覧
等
の
お
申
し
込
み
は

　

交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で

�

�

�

�

������������������������������

������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

〈
田
中
節
山
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

本
名　

田
中
裕
昭
。
書
道
教

育
の
名
門
、大
東
文
化
大
学
書
道

学
科
に
て
教
授
、
同
学
書
道
研

究
所
に
て
所
長
を
務
め
る
傍
ら
、

日
展
会
員
を
始
め
全
国
書
美
術

振
興
会
理
事
を
務
め
る
等
精
力

的
に
社
会
活
動
を
行
う
我
が
国

書
道
界
の
第
一
人
者
。
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平成２０年度喬木村社会福祉協議会事業・決算報告
誰もが安心して暮らすことができる地域づくりを目指します

・ふれ愛ランドの開催　４回　２４０名参加
・ボランティア活動の支援
・異世代交流事業　保育園児とデイサービス通所者との交流
・福祉推進協力校補助金　（第一小・第二小・中学校）
・ひとり暮らし高齢者の集い開催　
　（９月９日・２月１９日・２月２０日）　参加者６８名

・心配ごと相談の実施　（毎月一回）
・福祉用具貸出事業
・障害者共同作業所の運営
・くらしの資金貸付事業
・ミニディサービス　（地区のボランティアによるデイサービス）
　１７グループ　延べ参加者３,７８０名

　（補助金交付・相談・支援・レクリエーション用具の貸出・講師派遣）

・寝具洗濯乾燥消毒サービス　延べ利用者３６名
・訪問理美容サービス　延べ利用者１１名

地域福祉事業

在宅福祉事業
・ケアプラン作成　延べ利用者１,４０８名
・介護サービスセンターふれ愛　（訪問介護）　職員１１名　延べ利用者４４８名
・デイサービスセンターふれ愛
　（定員３０名）　職員１８名　延べ利用者７,９５０名　一日平均２５.６名

・宅老所ふれ愛　（平成20年10月開所　定員１０名）
　職員６名　延べ利用者５３３名　一日平均４.３名

・いきいきクラブ
　職員２名　登録者９１名　実施回数１４７回　延べ参加者１,６２１名

・いきいきホームヘルパー事業
　（介護保険非該当者の生活援助）　利用者２９名

・配食サービス事業　配食数 １,８１３食
・福祉輸送サービス事業　利用者１０名

平成２０年度収入支出決算報告書
単位：千円

収　　入
金　額科　　　目

2,686会 費 収 入

755寄 付 金 収 入

7,573補 助 金 収 入

11,798受 託 収 入

1,505共 同 募 金 配 分 金 収 入

341,400介 護 保 険 収 入

2,293利 用 料 収 入

675自 立 支 援 費 収 入

6,570雑 収 入

492受 取 利 息 配 当 金 収 入

470経理区分間繰入金収入

376,217経 常 収 入 計

8,785施設整備補助金等収入

97,708積 立 金 取 崩 収 入

482,710収　 入　 計
支　　出

金　額科　　　目
224,924人 件 費 支 出

6,443事 務 費 支 出

94,442事 業 費 支 出

1,350共 同 募 金 配 分 金 事 業

1,175助 成 金 支 出

470経理区分間繰入金支出

328,804経 常 支 出 計

25,927固 定 資 産 取 得 支 出

115,412積 立 預 金 積 立 支 出

2,690そ の 他 の 支 出

9,877次 年 度 繰 越 金

482,710支 出 合 計

施設福祉事業
・特別養護老人ホーム　喬木荘　　職員４５名
　施設入所（定員５０名）　　短期入所（定員１０名）

ＪＡ女性部の皆様からタオルの御寄付を
頂きました

大切に使わせて

いただきます

ありがとう

ございました
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くりんネットたかぎ ７月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
交流センター　　　　電話 33－3999

内容・出演者など番　　　組月日

7月の村・公民館・学校などの
行事予定から

今 月 の 暦水1

台風に対する備え
 羽場分署　熊谷好晃さん

広 域 消 防木2

定例教育委員会の内容から
ご報告します 大原教育長

みらいをみつめて金3

果樹の夏季管理について
 ＪＡ山田技師

明 日 へ の 農 業土4

喬木村交通安全協会
 会計　福澤洋一さん

交 通 安 全 の 日日5

音楽のリクエストお寄せくださいミュージックボックス月6

役場健康推進室から健 康 の 日火7

防災対策は万全ですか 役場総務課村 の 窓 口水8

喬木の民話と伝説　第10話「不動の滝」お 話 の 時 間木9

たかぎふるさと祭り
花火への取り組みを紹介します

商 工 会 便 り金10

下伊那農業改良普及センター
宮澤普及員のお話

こちら普及センターです土11

消火栓付近での駐車禁止
 阿南消防署　熊谷厚志さん

広 域 消 防日12

懐かしの歌、聴きたい歌に
リクエスト下さい

心の歌・思い出の歌月13

くりんネット番組企画委員からマ イ ク で 散 歩火14

今日は防火の日
 喬木村消防団第三分団長　福与十成さん

１１９番火の用心水15

Thanks  a  lot ! （ありがとう！） 
ローラ先生　AETの任期を終えて

こ の 人 と 語 る木16

ＪＡカリス喬木スタンドが
セルフ方式に変わります 湯沢所長

ＪＡアワーみなみの風金17

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸土18

水稲の後期管理について
 ＪＡ山上技師

明 日 へ の 農 業日19

生活安全指導員
 寺の前役員　山田義勝さん

ぼうはん・喬木月20

日本で４６年ぶりの皆既日食
 自然観察インストラクター　村沢明彦さん

時 の 話 題火21

社会福祉協議会便りひ な た ぼ っ こ水22

情報誌たかぎ
８月号の内容からご紹介します

声 の 情 報 誌木23

夏野菜で夏を元気に乗り切りましょう！
 ＪＡ組合員課　松島由利子さん

暮 ら し の 便 り金24

夏休みを有意義に過ごしましょう
 教育委員会

のびよ喬木の子土25

公民館の話題から公 民 館 便 り日26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り月27

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸火28

氏乗区からお送りします我が村・我がふるさと水29

中学校の話題から
 喬木中学校放送委員会

青い風にのせて木30

7月の話題を振り返って今 月 の 出 来 事金31

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～7月の番組から～

この人と語る
　16日（木）

　Thanks  a  lot！　ローラ先生
　AET（英語指導助手）の任期を終えて、ロー

ラ先生が帰国します。

　スコットランド出身のローラ先生。村内

小中学校で子ども達と楽しく英語を学びな

がら、ご本人も日本語もずいぶん覚えて奮

闘しました。喬木村での二年間を振り返り、

生徒や村民との思い出、又今後のことなど

についてうかがいます。

時の話題
　21日（火）

　日本で46年ぶりの皆既日食
　皆既日食とは、月が太陽を完全に覆って

しまう現象です。

　国内では46年ぶりとなる皆既日食が鹿児

島県のトカラ列島などで見られ、喬木村で

も８割近くが欠ける部分日食となります。

　また、今年はガリレオが初めて望遠鏡で

宇宙を眺めてから４００年目にもあたり、世界

天文年としてさまざまな行事が行われてい

ます。

　自然観察インストラクターの村沢明彦さ

ん（小川）に、当日の楽しみ方などお話を伺

います、どうぞお楽しみに！

 ○　くりんネットからのお知らせ　○ 
●土日、祝祭日に放送する原稿のある

方は、金曜日の朝までに（祝祭日の

場合は、前日の朝までに）原稿をお

入れ下さい。

お気軽にお電話下さい


